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UNECE: 国連規制第 0 号 改訂 4 – 修正 1 国際車両型式承認（IWVTA）統一

規定が発行 
• 国連規制第 0 号 改訂 4 – 修正 1 国際車両型式承認（IWVTA）に関する統一規定が発行され

た。 

 

USA: FCC: より速く、より良い WI-FIを可能にするために次のステップを踏

み出す 
• FCC工学技術室は、本日、6 GHz帯域での運用の開発を完了し、テストフェーズの準備をする

ため、13の自動周波数調整(AFC)データベースシステムを条件付きで承認した。AFCシステム

は、6 GHz帯域の標準電力の免許不要デバイスのスペクトルアクセスを管理する。 

 

USA: FCC: 次世代ワイヤレス向けに 12.7 GHz 帯を検討: 最大 550 メガヘル

ツの転用 
• FCCは、本日、次世代ワイヤレスサービス用に 12.7〜13.25 GHz帯(12.7 GHz帯)で最大 550メガ

ヘルツの転用を検討する手続きを開始することを、決議した。この新しい手続きは、現在およ

び将来の消費者および企業のワイヤレスへのニーズに中帯域スペクトルを利用できるようにす

るための一連の FCCの施策の中でも最新のものである。 

 

EU: 無線機器指令の整合規格に関する委員会実施決定が告示 
• 無線機器指令 2014/53/EUの整合規格に関する委員会実施決定(EU)2022/1191が 2022年 11月 10

日付け欧州官報にて告示された。 

 

UK: 英国政府、2024年 12月 31日までグレートブリテンにて CEマークを認

める 
• 英国 UK政府は 2022年 11月 14日、UKCAマークの表示強制実施までの猶予期間をさらに 2年

間延長、2024年 12月 31日までとする、と発表した。 

 

中国: CQC: 自動車の強制製品認証実施細則改訂及び新たに追加された規格の

要求の実施 
• CNCAによる「自動車製品の強制認証規格の追加に関する CNCA公告」に対応し、中国 CQC

は、CQC-C1101-2020《強制製品認証実施細則 自動車》を改訂し、8つの規格を強制認証規格

に組み込んだ。 

 

経済産業省: 電気用品の技術上の基準を定める省令の解釈についての一部を改

正: 意見募集 
• リチウムイオン蓄電池の基準は、古い技術基準解釈※1の別表第九では、各電池ブロックの電圧

監視について明示的に求めておらず、過充電による発火事故を引き起こす懸念がある。この対

応のため改正を行う。 

 

国土交通省: 自動運転車の基準の最新動向シンポジウム開催: 12月 16日 
• 会場及びオンラインによる開催 
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社長の独り言 
 

 

 

 

2022年 11月 8日 

濱口 慶一 

 

新型コロナウイルスへの警戒感が少し緩んだところに、少しずつ感染者が増加してきているニュー

スがたびたび報道されている中、インフルエンザの流行も心配です。また、ハロウィーンでの韓国の

事故など、あまりよくないニュースが流れてきますが、基本は私も含めて、人間としての倫理観を持

ち、物事の判断の基準とするという考え方が低くなって来ている影響だと私は思います。長岡技科大

の教授から、教授の所属する業界で、技術者倫理を優先するか？技術を優先するか？の議論があるよ

うです。「濱口君はどう思う？」という問いに、すべては倫理観を優先して判断するべきと答えまし

た。教授はニッコリしただけで、持論の説明はありませんでした。 

 

同大学での“企業の不祥事”についての研究において、同期の学生とその不祥事が世間に発覚する

までのいろいろな徴候をネットで収集し、その企業への“経営指導書”を自分なりに作成しなさいとい

う課題が出ました。” 本学は、将来製品安全技術コンサルタントや企業の経営者の立場になる、また

は近い役職になる者として経営者側に立脚した判断を学ぶところだ” という学長の入学時のお言葉も

忘れ、学生達と議論するうちに個人の見解が本音として出てくる授業になり、そのたびに、教授から 

“会社の社長として” の意見が求められました。私の考え方は、 “製品安全の考え方” （ウイリー・ハ

ーマー著、鹿島出版会）にあるように” 製品安全にかかわる人は、企業が将来受ける損失に対して、

最大限抑制する活動をすることが大切だ” と理解しており、可能な限り企業側に損失が生じない、さ

らにはその企業の製品が市場に出たときに、使用者の財産や身体に危害を加えない製品になるように

と心がけて発言と努力をしていきたいと思いますし、今後もその姿勢は変えたくありません。また製

品安全にかかわる関係者にも “技術者倫理” を求めていく考えです。 

 

その観点から、書籍“我が国の第三者検査機構を語る”の中で紹介されている“公認検査士”としての

民間認定検査士などを今後、弊社のサービスに加えていきたいと計画しています。企業の中で素晴ら

しい製品安全技術を取得した技術者には、弊社の認定技術士の免許を付与し、その企業の中での評価

に生かしていただけるものに向上させたいと思います。独自の認定審査（弊社の 1週間の教育、その

後の筆記、実務試験など）を実施する計画です。自分で長岡技科大で学んだ経験上、製品安全工学を

学ぶには、技術者として倫理観、製品安全規格の理解、そして何より大切な、既存の知識を一度リセ

ットしてもらい、製品安全認証と製品安全認証サービスを切り分けてもらうよう、これからの製品安

全技術者に明確に教えていきたいと強く思うこの頃です。 

 

趣味の日本蜜蜂の養蜂は、大学の講義があるので本格的に取り組む時間がないからと、分蜂を注視

していせんでした。どこからやってきたのか、西洋蜜蜂が勝手に空いた巣箱に住み着いています。秋

になってオオスズメバチの襲来に少し可哀そうになったのでトリモチを仕掛けたら、わずか 3日で１

００匹程度のオオスズメバチがトリモチに掛かり、絶命しました、それを恐れてか襲来してこなくな

り、西洋蜜蜂君たちは元気に冬ごもりの用意をしています。 

皆様が新型コロナウイルスやインフルエンザに感染せずに年末を迎えられるように祈念しておりま

す。 
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本誌の記事が正確であるよう最大の努力を払っておりますが、間違いが含まれていることがあるかもし
れません。本情報をご使用になられる場合はご自身でもう一度ご確認ください。 

 

株式会社コスモス・コーポレイションは、下記Web site の運営体からそれぞれ個別の条件の下、Web情
報の引用、転載につき許可を頂いております。翻訳転載された記事の著作権は原著作権者に属します。 

本誌掲載記事の無断転載を禁じます。本誌の複製、再配布は電子的なものを含み禁じます。 

 

国際機関 IEC: International Electro technical Commission  国際電気標準会議 

米州 A2LA: American Association for Laboratory Accreditation 米国試験所認定協会 
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アジア BSMI: Bureau of Standards, Metrology & Inspection 台湾経済部標準検験局 

 CNS:Chinese National Standards Online Service 台湾中国国家規格検索システム 

日本 METI: Ministry of Economy, Trade and Industry 経済産業省 

 MIC: Ministry of Internal Affairs and Communications 総務省 

 NPB: National Printing Bureau 独立行政法人国立印刷局 

 VCCI: Voluntary Control Council for Interference 一般財団法人 VCCI協会 

Cosmos Corporation is granted the copyright authorization for the reproduction of the Web site information from the 
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